Chinese People Assimilated by Japanese Troop during Hideyoshi’s Invasions of Korea by 鄭 潔西
万暦時期に日本の朝鮮侵略軍に編入された明朝人
著者 鄭 潔西
雑誌名 東アジア文化交渉研究 = Journal of East Asian
Cultural Interaction Studies
巻 2
ページ 339-351
発行年 2009-03-31
その他のタイトル Chinese People Assimilated by Japanese Troop
during Hideyoshi’s Invasions of Korea
URL http://hdl.handle.net/10112/3243
339
万暦時期に日本の朝鮮侵略軍に編入された明朝人
鄭　　潔　　西
Chinese People Assimilated by Japanese Troop 
during Hideyoshi’s Invasions of Korea
ZHENG Jiexi
　　Many Chinese people moved to and lived in Japan during the Wan Li Era of Ming. 
Their reasons for going to Japan differed and they were involved in the Great War in East 
Asia regardless of their own attitudes at the mercy of the special period of Hideyoshi's 
invasions of Korea. Many Chinese people in Japan were incorporated as Japanese troops 
invading Korea and went into the battle against Korea and Ming as “Chinese troops of 
Japan.” In this report, I’d like to consider the Chinese people who came to Japan during 
the Wan Li Era of Ming, especially those living in Japan on the eve of Hideyoshi’s 
invasions of Korea and those incorporated as Japanese troops invading Korea after the 
war started.
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はじめに
　1592年（日本文禄元年、朝鮮宣祖二十五年、明朝万暦二十年）、日本の支配者豊臣秀吉は突然に十数
万の大軍を発し朝鮮を侵犯した。それはすなわち「文禄・慶長の役」の始まりである。中国では「万暦
朝鮮役」、韓国では「壬辰倭乱」「丁酉倭乱」と称される（以下「万暦朝鮮役」と統一）。日本の猛烈な
攻撃にまったく対応できなかった朝鮮は、朝貢の宗主国である明朝に援助を要請し、さらに明朝から軍
事援助を獲得した。戦争は結局明朝軍と日本軍との朝鮮での対峙で七年にわたって続いたが、最後に秀
吉の死による日本軍の撤退をもって終結した。
　この巨大な東アジアの大戦争には、さまざまな思いがけない現象が浮上してきた。その一例は、一国
の軍隊の内部に、交戦相手国の兵士が多く存在していたことである。明朝軍に編入された日本人、およ
び朝鮮軍に編入された日本人はすでに研究されているが1）、一方、日本軍に編入された明朝人の研究は、
 1） 内藤雋輔「壬辰・丁酉役における謂ゆる「降倭」について」（『文禄慶長役における被䇮人の研究』、東京大学出版会、
1976）495～518頁。久芳崇「16世紀末、日本式鉄砲の明朝への伝播――万暦朝鮮の役から播州楊応龍の乱へ」（『東
洋学報』第84巻第 1号、2002年 6 月）33～54頁。鄭潔西「万暦朝鮮役により明軍に編入された日本兵」（『東アジア
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これまであまり見られない。これまでほとんど世に知られていなかったが、明朝軍と朝鮮軍に編入され
た日本人と同じように、明朝人も数多く日本軍に編入されていたのである。それら渡日した明朝人は、
もともと無名で生涯を終わるはずであったが、戦争に巻き込まれて日本軍に編入され、さらに朝鮮の戦
場へと派遣され活躍し、その名を後世に残した。
　次の一例をあげたい。戦争が終わったばかりの万暦二十七年（1599）四月二十日、北京の西市にある
死刑執行場で61人の日本人の捕虜が処刑された。当時の目撃者である明朝の文人張大復が記した「観東
征獻俘」に、当時刑場の様子を次のように描写している。
時有一跛卒及一人坐沙上。（中略）其一人曰、虜縛象所時、有与其故人言者、余就其人問故、曰、
此紹興某也、殺其兄而投虜、冀免誅、今竟懸首西市、豈非天道哉。（後略）2）
　二人の見物人の話から、張大復は61人の日本人の死刑囚の中に、明朝人が混じっていたことが分かっ
た。その明朝人は、もともと浙江省紹興府の一庶民であり、自家の兄を殺したという反逆の大罪で日本
に亡命したものであった。彼は日本に居住していた間に豊臣政権の日本軍に編入され、さらに日本の朝
鮮侵略軍の一員として朝鮮に派遣され、最後に朝鮮の戦場で明朝軍の捕虜になって本国に送還され祖国
の刑場で極刑に処させられたのである。
　この日本の朝鮮侵略軍の一員とされ、明朝軍の捕虜になって処刑された明朝人は、明朝から遠く離れ
日本に渡って日本列島で生活した幾多の明朝人の縮図である。彼は万暦朝鮮役前後において明朝と日本
の交流を鮮明に物語る一例として、当時の中日間の錯綜する人物往来の実態を反映している。
　そこで本稿は明代万暦時期に渡日した明朝人、特に万暦朝鮮役前夜の在日明朝人および戦争が発生し
た後日本の朝鮮侵略軍に編入された明朝人について考察してみたい。
一　万暦朝鮮役前夜の在日明朝人
　万暦朝鮮役が勃発する前に、数多くの明朝人が遥か海を越えて日本に渡り、異国である日本で長年に
わたって労働し生活していた。明代中後期に日本に居住していた明朝人に関しては、明朝嘉靖年間の「宣
諭日本使」鄭舜功が調査したことがある。鄭舜功が当時の在日明朝人の構成について、「朱縞種」、「被
虜官袁進種」、「逋逃之種」、「被虜人種」3）という四種類に分けてまとめた。その四種類の在日明朝人の
中で、とりわけ商人でも海賊でもあった「逋逃之種」、そして倭寇に捕えられ日本に連行・使役された
「被虜人種」のほうが圧倒的に多かった。例えば、当時に薩摩の高洲に居住していた明朝人について、
鄭舜功が次のように記している。
文化還流』第 1編第 2号、2008年 7 月）149～167頁。以上の論考を参照されたい。
 2） 張大復『聞雁齋筆談』（「四庫全書存目叢書」子部第104冊、台南庄厳文化事業、1997）巻 5、563頁。
 3） 朱縞は宋素卿のことであり、彼は幼いころ渡日し、後に日本の細川使節団の副使として明朝に遣わされ、「寧波の乱」
を引き起こした人物である。袁進は嘉靖二年（1523）の「寧波の乱」で日本側の捕虜になって日本に連行された寧
波衛の指揮である。この二人は日本で妻を娶って大勢の子孫を日本に残した。彼らの子孫は「朱稿種」と「袁進種」
と呼ばれた。「逋逃之種」は倭寇とされた明朝人の海賊である。「被虜人種」は倭寇に捕えられ日本に連れてきた明
朝人である。鄭舜功『日本一鑑・窮河話海』巻之一の記述を参考。
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　　本（高）洲民居約百家、我民之被驅虜為夷奴者、約二三百人。4）
　高洲とは、当時の高須浦であり、現在は鹿児島県鹿屋市高須町にあたる5）。鄭舜功の考察によって、
薩摩の高洲地方の明朝人が半分ぐらいの住民を占めていたことがわかる。高洲という一地方における明
朝人と日本人との雑居の例でしかないが、日本全国を視野に入れれば、一大集団としての明朝人は数多
く存在していたことが推察できる。
　明朝の嘉靖・隆慶・万暦という三つの時期にわたって相次いで日本に移住してきた明朝人は、万暦朝
鮮役の前夜に至るまでに既に膨大な移民集団となっていたと思われる。万暦朝鮮役の前夜において豊臣
秀吉の明朝への侵略陰謀に対しては、それらの在日明朝人はそれぞれに異なる反応を示している。豊臣
政権の戦争計画と明朝の日本に対する攻防戦略の両方とも大きな影響を与えたのである。
（一）明朝人の倭寇残党と豊臣秀吉の「入明」計画
　先行研究に指摘されているように、明朝時代の倭寇は、日本人に限らず、数多くの明朝人も倭寇の仲
間に入って倭寇の成員として活動したのである6）。
　万暦朝鮮役の勃発に対して、一部分の在日明朝人はその環境から逃れない責任があったと思われる。
彼らのほとんどは、もともと中国東南沿海で跳梁した中国系の倭寇である。明朝政府から厳しく鎮圧さ
れた彼らは、やむをえず日本に渡ってそのまま居住した。
　豊臣秀吉が日本を統一した際に、彼は明朝人の倭寇残党を集めて明朝の事情を尋ねたことがある。そ
の時それらの明朝人は、秀吉の明朝への侵略を誘引しようとした情報を提供したのである。
大唐執五峰時、吾輩三百余人、自南京地方劫掠横下福建、過一年全甲而帰。唐畏日本如虎、欲大唐
如反掌耳。7）
　彼らがもともと嘉靖年間に五峰王直とともに明朝の東南沿海で跳梁した倭寇であり、明朝政府から厳
しく打撃を加えられたため、日本に居留せねばならなかった。彼らは以前明朝で横行した「壮挙」に触
れた時、興に乗って誇らしげに語ったのである。
　これら倭寇残党の誘いに、豊臣秀吉の侵略陰謀もものすごく励まされたと考えられる。明朝を侵略す
る野望を抱いていた秀吉は、ついに「以吾之智、行吾之兵、如大水䳔沙、利刀破竹、何国不亡。吾帝大
唐矣」8）と大言壮語し、明朝侵略の未来図に限りなく自信を持つようになった。
　これら倭寇残党以外にも、万暦年間に日本に渡った普通の明朝人が、不注意で当時の明朝の情報を日
本に提供してしまったのであった。とくにその時渡日した明朝人が伝播した「明主朱翊鈞失政、武備不
具」9）と、朱翊鈞すなわち万暦帝の失政によって軍備を備えていないという最新の情報が、ある意味で
は秀吉の侵略の野心を刺激したもう一つの要因とも言える。
 4） 鄭舜功『日本一鑑・窮河話海』巻之四。
 5） 平凡社地方資料センター編集『鹿児島県の地名』（「日本歴史地名大系」、平凡社、1998）、793頁。
 6） 汪義正「倭寇史観的重新探討」（第十一届明史国際学術討論会会議手册、2005年 6 月30日）を参照。
 7） 侯繼高『全浙兵制』（「四庫全書存目叢書」子部第31冊、荘厳文化事業、1997）第二巻附録「近報倭警」、180頁。
 8） 侯繼高『全浙兵制』（「四庫全書存目叢書」子部第31冊、荘厳文化事業、1997）第二巻附録「近報倭警」、180頁。
 9） 頼山陽『日本外史』（和泉屋吉兵衛1873年刻本）巻16。
東アジア文化交渉研究 第 2号
342
　しかし、在日明朝人の全部は倭寇の残党ではなかった。祖国の安否を懸念していた明朝人たち、特に
倭寇に拉致されて渡日した明朝人らは、すでに日本で妻を娶って子供を養育していたとはいえ、豊臣秀
吉の侵略陰謀に猛烈に反対していた。彼らは豊臣政権に、明朝が「将猛兵強、歴年侵犯中国倭奴、十無
二三回島、難以前去」10）という口実を設け、秀吉の明朝侵略を押しとどめようとした。彼らの言葉は、
豊臣秀吉の侵略決定にある程度の影響を与えたと思われる11）。
（二）日本に寄寓する明朝人愛国者
　豊臣秀吉の中国侵略陰謀に応えて欣喜雀躍した倭寇の残党とは大きく異なり、日本に居住していた一
部分の明朝人の愛国者は祖国のために力を尽くした。
　当時の大多数の在日明朝人は、「皆賊寇之黨、想無一人肯言真者」12）、すなわちそのほとんどが倭寇の
残党であり、真実を明朝に伝えたいと考える者は一人もいなかった。ほかの明朝人は「市肆村居、不達
国務」13）と、国家の大事に全然関心を持たず、豊臣秀吉の侵略陰謀にも無頓着であった。彼らは、日本
の侵略は祖国の生死存亡に関わるということは全く意識していなかったのである。そういう情勢の中
で、一人の在日明朝人の愛国者は密かに秀吉の侵略陰謀を密書に書いて明朝へ送信した。これはすなわ
ち万暦十九年（1591）九月に発生した、薩摩に寄寓する明朝人許儀後の密書事件である14）。
　許儀後は、許三官とも称し、原籍は江西省吉安府の明朝人であった。彼は隆慶五年（1571）に広東で
倭寇に捕えられ日本に連行された。普通の被䇮人は奴隷として売られたが、許儀後は医術がすぐれてい
たことで、薩摩藩の藩主島津家に優遇された。彼は島津家の奥医師になったばかりではなく、さらに島
津家のシンクタンクの一員にもなった15）。秀吉の明朝への侵略陰謀を耳にした許儀後は、自ら明朝へ逃
げ帰って報告したかったが、藩主の身の回りから離れることが困難であり、また日本に妻と子供がいた
ので、結局明朝の海商に託して日本の侵略情報を明朝にもたらさせた。
　許儀後は全部で三回にわたって明朝へ密書を送った。しかし、その最初の二回には何の消息も返信も
なかったのである。祖国の存亡を憂えて泣いていたばかりの時、もう一人の明朝人朱均旺は自ら密書を
抱いて明朝へ報告しようと許儀後に申し出た。
　朱均旺は本籍が江西省臨川県で、万暦五年（1577）にベトナムへ貿易に向う途中で倭寇に捕えられ日
本に連行された明朝人である。彼は最初、寺院に売られ写経させられていたが、同郷の許儀後との出会
10） 侯繼高『全浙兵制』（「四庫全書存目叢書」子部第31冊、荘厳文化事業、1997）第二巻附録「近報倭警」、176頁。
11） 明朝人の渡日と同じように、当時の朝鮮人も日本にわたって朝鮮の情報を秀吉に告げた。明朝人徐光啓の「海防迂説」
（『明経世文編』巻491所収、中華書局、1962）によると、当時の朝鮮人韓翼は奴隷の出身で朝鮮政府に重用されなかっ
たため日本に亡命した。韓翼は自分の功名を成し遂げるために、朝鮮は国力が柔弱で攻略しやすく、自分は日本の
朝鮮侵略に志願して献策したいと秀吉の朝鮮侵略を遊説した。
12） 侯繼高『全浙兵制』（「四庫全書存目叢書」子部第31冊、荘厳文化事業、1997）第二巻附録「近報倭警」、178頁。
13） 侯繼高『全浙兵制』（「四庫全書存目叢書」子部第31冊、荘厳文化事業、1997）第二巻附録「近報倭警」、178頁。
14） 松浦章「明代海商と秀吉「入寇大明」の情報」（末永先生米寿記念会編纂『末永先生米寿記念献呈論文集』坤、奈
良明新社、1985年）1717～1734頁。管寧「秀吉の朝鮮侵略と許儀後」（『日本史研究』298号、1987年 6 月）31～51頁。
両論考を参照。
15） 鹿児島県維新史料編纂所『鹿児島県史料　旧記雑録後編二』（鹿児島県、1985年）、523頁。
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いで救われた。朱均旺に託した許儀後の密書は万暦二十年（1592）二月二十八日に明朝の福建省に届け
られた。
　許儀後の密書の題名は「許儀後陳機密事情」であり、署名は「陳状人許儀後・郭国安、報国人朱均旺」
とあった。その密書の内容は、冒頭の自叙部分を除けば、「一陳日本国之詳」、「一陳日本入寇之由」、「一
陳御寇之策」、「一陳日本関白之由」、「一陳日本六十六国之名」という五個条で日本の情報を報告した。
　密書の最後に「敢復陳末尽之事以竭報国之情」を追加し、また「許儀後贈朱均旺別詩」を附した。そ
の密書は日本の時事状況、特に最も肝心な軍事情報「日本入寇之由」、「日本関白之由」を詳しく明朝に
報告した。そのほかに、許儀後は日本の六十六国の状況を悉く紹介し、さらに若干の「御寇之策」を明
朝に報告した。許儀後の密書報国は、戦争前夜の明朝の日本に対する攻防戦略に大きく影響し、非常に
価値がある行為と思われる。
（三）戦争前夜に帰国した在日明朝人
　許儀後らの密書報告と別に、万暦朝鮮役前夜に秀吉の明朝侵略陰謀を知って直ちに帰国した人物もい
た。その一例は戦争直前の万暦十九年（1591）五月に明朝に逃げ帰った蘇八である。『全浙兵制』第二
巻附録「近報倭警」に明朝の官憲が蘇八を審問した記録が残されている。
蘇八供稱、年三十六歳、係台州府臨海縣三十九都一匡民、附住柵浦地方。於萬暦八年三月二十九日
與同本地郷民劉慶・石八・毛思山・董朝明・胡佩、并兄蘇六等七人共駕漁舩一隻、由海門關到于䔨
礁洋捕魚。于本年四月初一日、遇有倭舩一隻、将八等人舩䇮去、被倭将兄蘇六并石八・毛思山・胡
佩等殺死、八與董朝明・劉慶三人䇮至日本國薩摩州江北州地名。将八賣銀四兩、賣與陳公寺僧使喚。
董朝明・劉慶、各倭頭目分回。劉慶于萬暦九年間轉賣走番人、隨即迯回海門衛訖。八于萬暦十年間
被陳公寺僧轉賣與地名對馬島走番漳州人曾六哥使喚。八日逐打柴・種田・賣布生理、積有小夥銀四
兩在身、至萬暦十六年、将前銀付與曾六哥贖身、亦在本國飛蘭島附住、賣布・賣魚為活。（中略）
方白古登因見薩摩州島主不服、隨調飛蘭島主帶領倭奴一千征勦薩摩州。飛蘭島主依允統領衆倭、并
帶八隨征、到于金栢州海島。八觀見方白古登左頰上有黒痣數點、麵似犬形、約年六十餘（後略）。16）
　蘇八は、浙江省台州府臨海県出身の漁民である。彼は万暦八年（1580）に倭寇に捕えられ捕虜として
日本の薩摩に連行された。同時に捕えられた七人の内、四人が倭寇に殺されたが、残る三人は無事に日
本に到着した。蘇八は最初に寺院に売られて使役させられたが、その後日本に居住していた明朝の海商
に転売された。彼は万暦十六年（1588）に六両の「小夥銀」を貯蓄し、これを奴隷所有者に交付して自
分を買い戻した。自由人になった蘇八は飛蘭島（平戸）で布と魚の取引に従事し暮らしていた。彼は日
本で十年あまり暮らし、日本の事情をいろいろ見聞した。さらに、彼は日本人の一員として平戸島主に
日本軍に編入されて秀吉の薩摩討伐という歴史事件に遭遇した。
　万暦朝鮮役の直前、秀吉が中国を侵犯しようとした意図を耳にした蘇八は、「家有父母妻児」を考慮
し漳州商人の船に便乗して帰国した。
　帰国後の蘇八は直ちに台州参将の衙門に赴き日本の情報を報告した。日本の政局の推移を自分の目で
16） 侯繼高『全浙兵制』（「四庫全書存目叢書」子部第31冊、荘厳文化事業、1997）第二巻附録「近報倭警」、175～176頁。
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見た蘇八が日本に関していくつかの細かい情報を提供した。蘇八の報告は浙江省のみならず明朝全土の
日本に対する攻防戦略に大きく影響した。
　朱均旺の情報を伝達するための帰国と違い、蘇八は戦争を恐れて親族を懐かしむために帰国したので
ある。そのような帰国者は多く存在していたと思われる。万暦朝鮮役の時明朝側の講和使者沈惟敬の部
下沈嘉旺は、もともと浙江省楽清県の奴僕で、幼い時期に倭寇に拉致され渡日したものである。彼は日
本で十八年間も暮らしてからやっと明朝に逃げ帰ったのである17）。『嘉禾徵獻録』には沈嘉旺について次
のような記述がある。
兵部尚書石星方以東事為憂、未知所出、有妾袁氏鍾愛、惟敬與妾父袁翁善、會温州人沈嘉旺自倭逃
歸、鬻身惟敬、言日本無他意、止求入貢、為朝鮮所遏、故舉兵、為今計、折柬招之可致。18）
　沈嘉旺の登場は「東事」、すなわち万暦二十年（1592）秀吉の朝鮮侵略戦争が発生した後のことである。
日本から北京までの道のりを考慮すれば、彼も恐らく万暦朝鮮役前夜の万暦十八・九年に逃げ帰ったと
推察される。
二　日本軍に編入された明朝人
　万暦朝鮮役が発生した後、明朝政府は敵情を偵察するため、情報収集のスパイを日本に送った。万暦
二十一年（1593）四月、明朝と日本が停戦し講和する最中、時の福建巡撫許孚遠が史世用・許豫をはじ
めとするスパイを日本に派遣した。翌年の三月、許豫らがもたらした情報の中に次のような記述がある。
浙江・福建・廣東三省人民被虜日本、生長雜居六十六州之中、十有其三、住居年久、熟識倭情、多
有歸國立功之志。乞思籌策、令其回歸。19）
　倭寇に拉致され日本に居住していた明朝人は、浙江・福建・広東三省の出身者を主としている。彼ら
は日本全国で日本人と雑居し、その数は当時日本総人口の十分の三をも占めていたといわれた。許豫ら
は九州と大坂周辺しか調査しなかったため、その結果は多少誇張しているといえる。しかし、当時日本
に居住している明朝人の数は必ずしも少なくなかったことがこの調査によって明らかにされた。それら
の明朝人は「熟識倭情、多有歸國立功之志」と、日本事情を熟知し帰国して功業を成し遂げたいという
気持ちを持っていた。それゆえ、許孚遠は万暦帝に次のように在日明朝人の呼び戻す対策を要請したの
である。
其浙江・福建・廣東三省住居倭國之人、不論歳月久近、有罪無罪、但有歸志、詔令跟附差去使客船
隻回還、則順逆之分明、華夷之防定、四海人心咸為一快、而社稷生靈久安長治之計、亦從此可得矣。20）
　また、朝鮮で作戦を立てていた明朝の経略宋応昌も日本に居住し、あるいは日本軍に編入された明朝
人をも懸賞の対象とし、彼らの内部反乱を期待していた。
17） 張鼐『寳日堂雜抄』（『北京図書館古籍珍本叢刊』10、書目文献出版社、1990）、848～849頁。
18） 盛楓『嘉禾徵獻録』（廣陵古籍出版社、1989）巻37「沈惟敬伝」。
19） 許孚遠「請計処倭酋疏」『敬和堂集』（『明経世文編』巻400、中華書局、1962）、4336頁。
20） 許孚遠「請計処倭酋疏」『敬和堂集』（『明経世文編』巻400、中華書局、1962）、4341頁。
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有能擒斬關白平秀吉・妖僧玄蘇來獻者、照先議定賞格施行。平秀次既承襲平秀吉、有能擒斬者、與
斬秀吉同。其擒斬平秀嘉・平秀忠・平行長・平義智・平鎭信・宗逸者、賞銀五千兩、世襲指揮使。
其倭中有係中國人、有能擒斬以上各倭賊首級與生囍者、俱照前例陞賞世襲。若海外各島頭目、有能
擒斬各倭來獻者、即封為日本國王、仍加厚賚、移文薊遼・保定・山東・浙江・福建・廣東・應天・
鳳陽各撫鎭衙門一體施行。21）
　以下は、数多くの在日明朝人のなかで、日本軍に編入され万暦朝鮮役に参加した明朝人（以下、「明
朝人日本兵」と略称）について考察したい。
（一）日本軍の兵士になった明朝人
　日本軍に編入された明朝人のなかで一番数多かったのは普通の兵士である。万暦十九年（1591）四月、
福建の海商陳申が戦争直前の日本軍の状況を明朝政府に次のような報告をした。
（関白）擬今年三月入寇大明。入北京者、令朝鮮為之向導、入福・廣・浙・直者、令唐人為之向導。
聞唐人計二千人。22）
　陳申の報告によると、当時の日本軍に編入された明朝人の数は二千人にも達したという。それらの「明
朝人日本兵」は、倭寇の残党を除けば、ほとんどが倭寇に拉致され日本に居住し、さらに戦争の時に豊
臣政権に強いられ日本軍に編入された浙江・福建・広東の三省出身の明朝人、及び彼らの子孫たちであ
ろう。しかし、あまり重視されていなかったため、彼らのような身分が低い「明朝人日本兵」の状況は
史料にはほとんど記録されていない。彼らの名前と事跡の考察は困難である。
　大多数の「明朝人日本兵」はやはり祖国明朝を憧れていたのである。朝鮮の『宣祖実録』には複数の
「明朝人日本兵」の姿が見られる。それら日本の朝鮮侵略軍に編入された明朝人は、「被䇮人留在倭營者、
其數甚多」23）とあるように、ほとんどは倭寇に連行された明朝の庶民で、豊臣政権に余儀なく日本軍に
編入されたのである。実は、日本軍の兵士になった彼らは、しきりに祖国へ帰りたいと願い続けていた。
彼らはつねに祖国の利益を思って行動し、明朝と朝鮮側とに日本情報を提供しながら、帰国の機会をも
探し続けていたのである。
　明日講和時期の万暦二十四年（1596）四月、朝鮮の使者黄愼は次のような情報を朝鮮国王に伝えた。
前日、福建被䇮人潛言於我曰、關白云、我已為日本國王、不須受封、欲圖大事云。沈遊撃亦被嚾縛、
使降而時不肯降云。24）
　日本の朝鮮侵略軍に編入された福建人は、明朝に対する愛国の気持を抱いて密かに豊臣秀吉の本来の
意図を朝鮮の使者に漏らした。
　また、郭参軍という福建人も明朝の冊封使李宗城にさらに詳しい日本側の意図を伝えた。
且聞郭参軍稱名者、以福建之人為倭子之所獲、在於賊中久矣。欲順上使之心、乃曰、若入日本、則
21） 『宣祖実録』（『李朝実録』第廿七册、学習院東洋文化研究所、1961）巻34、宣祖二十六年（万暦二十一年、1593）
正月丁卯（十二日）条、445頁。
22） 侯繼高『全浙兵制』（「四庫全書存目叢書」子部第31冊、荘厳文化事業、1997、）第二巻附録「近報倭警」、174頁。
23） 『宣祖実録』（『李朝実録』第廿九册）巻100、宣祖三十一年（万暦二十六年、1598）五月丙戌（二日）条、294頁。
24） 『宣祖実録』（『李朝実録』第廿八册）巻74、宣祖二十九年（万暦二十四年、1596）四月己酉（十三日）条、490頁。
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必多難事。關白之意、非徒請封也、中朝皇女、亦欲得之云云。25）
　日本軍に編入された明朝人のほとんどは帰国を願っていた。宣祖三十年（1597）五月の朝鮮大臣李恒
福の書状には次のような記録がある。
倭子二人、入天使厨房服從、天使出來時、即還入送云云者、必指此人也。今之來者、即福建人三名、
被䇮在賊中、願為通事跟隨、入于天朝云。26）
　この三人の福建人も、倭寇に捕えられ日本に連行された明朝人である。彼らは万暦朝鮮役が発生した
後、仕方なく豊臣政権の日本軍に編入されたのである。日本に居て帰国の機会が無かった彼らは、朝鮮
での明日交渉を帰国の好機と考え、日本側の講和通事の随行役を申し出たのである。
　しかし、それらの「明朝人日本兵」は、明朝軍の将校に明朝の裏切り者である「漢奸」と見なされ、
普通の日本兵より厳しく懲罰されたのである。万暦二十一年（1593）正月八日、明朝軍が平壤城を攻め
落とした際に、日本軍に編入された南京人をはじめとする「明朝人日本兵」たちが跪いて明朝軍の提督
官李如松に許しを乞ったが、結局一人残らず処刑されてしまった27）。
　また、本稿の冒頭に触れた戦後に死刑を執行された61名の日本人捕虜のことは、当時の禦倭経略の邢
玠の『経略禦倭奏議』巻 6「獻俘疏」に詳しく記されており、捕虜の名前・身分・事跡などについて記
録されている28）。例えば、61名の主犯とされた平秀政について、「獻俘疏」には次のような記載がある。
平秀政、又名窩一、又名吉漂葉、年二十七歲、薩摩州人、平秀久之子、義弘族姪、世傳毎年食米
二千包、萬暦壬辰年、秀政同義弘之子舊石羅往倭京與平秀吉作當頭、住三年、關白因收為養子、執
稱天朝給有都督札付、但收存彼國、無凴査考、甲午冬、回薩摩、次年春、領兵五千來泗川同義弘住
泗川。（後略）29）
　しかし、邢玠の上奏文には、紹興人のことは全く触れられていない。該当しそうな中国式の名前さえ
見えない。たぶん最初に明朝人の身分を隠したその「明朝人日本兵」は、死刑執行場に引かれた際に同
郷人と出会って、やっと実情を吐露したのであろう。
（二）日本軍の通事
　明朝軍が眼にした最初の日本軍の通事は張大膳という明朝人である。張大膳は不運にも明朝軍に捕え
られことで歴史に記録された。万暦二十一年（1593）正月四日、沈惟敬の講和計略に惑わされた日本軍
の大将小西行長は、沈惟敬を迎えるために倭将吉兵、覇三郎をはじめとする講和使団を派遣した。その
講和使団は明朝軍に奇襲され重大な損失を被った。「倭営通事」張大膳もその奇襲で捕えられた30）。
25） 『宣祖実録』（『李朝実録』第廿八册）巻76、宣祖二十九年（万暦二十四年、1596）六月丁酉（一日）条、523頁。
26） 『宣祖実録』（『李朝実録』第廿九册）巻84、宣祖三十年（万暦二十五年、1597）正月丁酉（六日）条、 3頁。
27） 『宣祖実録』（『李朝実録』第廿七册）巻34、宣祖二十六年（万暦二十一年、1593）正月乙丑（十日）条、440頁。
28） 邢玠『経略禦倭奏議』（全国図書館文献縮微複製中心、2004）巻 6「獻俘疏」、175～226頁。
29） 邢玠『経略禦倭奏議』（全国図書館文献縮微複製中心、2004）巻 6「獻俘疏」、176～177頁。
30） 宋応昌『経略復国要編』（「四庫禁燬書叢刊」史部第38冊、北京出版社、2000）巻 7「叙伭復平壤開城戰功疏（万暦
二十一年三月初四日）」、142頁。
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　張大膳は浙江省出身の明朝人である。彼は朝鮮文献では「投倭浙人張大膳」31）と記され、あまり評価
されていなかった人物である。しかし、かつて日本軍に身を投じた張大膳は明朝軍に捕えられた後、た
だちに「撫用倭巣通事」と明朝軍の対日通事に変身した32）。彼は明らかに明朝に忠誠を示し、重用され
るようになった。その後の張大膳は明朝軍のために日本軍の情報を提供したり33）、明朝軍の通訳として
日本軍と交渉したりしていた34）ほかに、「反間」すなわち二重スパイとして活用されたのである35）。
　実に、万暦朝鮮役において最も活躍した「明朝人日本兵」は、張大膳のような日本軍の通事である。
日本の朝鮮侵略軍に編入された明朝人も、通事を中心として記録されている。次にその例を取り上げた
い。
（ 1）林通事
　万暦二十三年（1595）二月、明日講和の時、朝鮮官吏李時發の書状の中に、林通事という日本軍通事
の名前が見える。林通事は日本軍小西行長麾下の唐通事（中国語通事）である36）。彼に関しては、李時
發のもう一通の書啓に次のような記録がある。
有林通事稱名人、以行長差遣、伺候于遊擊、乃浙江温州人、年十三被䇮于日本、有妻子住活云。37）
　林通事はもともと浙江省温州府の人で、十三歳の時に倭寇に拉致された。彼は長年にわたって日本に
居住し、日本人の妻を娶って子供も養育していたのである。
（ 2）洪通事
　万暦二十三年（1595）二月、朝鮮官吏李時發は明朝の講和使者と共に日本軍に入って講和を図ってい
た。その時、彼はある日本軍の唐通事と問答し、その問答記録に付された次の注記がある。　　
　　（前略）已上、洪通事問答。洪通事、浙江人、萬暦乙亥被䇮。38）
　李時發と問答をした唐通事は、もともと明朝の浙江人であり、彼は万暦三年（乙亥、1575）に倭寇に
捕えられ日本に連れられてきた者である。
31） 『宣祖修正実録』（『李朝実録』第三十一册、学習院東洋文化研究所、1961）巻27、宣祖26年（万暦二十一年、1593）
正月丙辰（一日）条、239頁。
32） 宋応昌『経略復国要編』（「四庫禁燬書叢刊」史部第38冊、北京出版社、2000）巻 7「叙伭復平壤開城戰功疏（万暦
二十一年三月初四日）」、142頁。
33） 宋応昌『経略復国要編』（「四庫禁燬書叢刊」史部第38冊、北京出版社、2000）巻 7「報石司馬書（万暦二十一年二
月初三日）」、122頁。
34） 宋応昌『経略復国要編』（「四庫禁燬書叢刊」史部第38冊、北京出版社、2000）巻 7「叙伭復平壤開城戰功疏（万暦
二十一年三月初四日）」、143頁。
35） 宋応昌『経略復国要編』（「四庫禁燬書叢刊」史部第38冊、北京出版社、2000）巻 7「報石司馬書（万暦二十一年二
月二十三日）」、132頁。
36） 『宣祖実録』（『李朝実録』第廿八册）巻60、宣祖二十八年（万暦二十三年、1595）二月乙巳（二日）条、234頁。
37） 『宣祖実録』（『李朝実録』第廿八册）巻60、宣祖二十八年（万暦二十三年、1595）二月癸丑（十日）条、240頁。
38） 『宣祖実録』（『李朝実録』第廿八册）巻60、宣祖二十八年（万暦二十三年、1595）二月癸丑（十日）条、244頁。
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（ 3）唐通事康宗麟
　万暦二十三年（1595）三月、明朝の講和使者章應龍と愼懋龍が日本軍の大将加藤清正と交渉していた
時、康宗麟という日本軍の唐通事の顔が浮かんできた。
三月初二日、（章應龍・愼懋龍）率漢通事李希仁・倭通事黄慶豪等三人、兵使軍官一人、發行到箭
灘邊、則淸正差副將喜八及唐通事康宗麟、率馬十九匹、率倭五十餘名、先到岸上、打起小帳。（後
略）。39）
　康宗麟のことについて、さらに詳しい記録が見つからないが、その中国式の名前から見れば彼も明朝
人であったことが推察できる。
（ 4）浙江人五名
　万暦二十三年（1595）六月、明朝の冊封使李宗城が朝鮮に駐在していた日本軍の軍営に派遣された。
その時、ある浙江人の通事が李宗城に日本の最新情報を告げた。その記録が朝鮮の『宣祖実録』に残さ
れている。
丙寅（二十五日）、接待都監啓曰、即刻、正使差官李恕、自熊川來、問彼中消息。則十九日、有行
長所送通事稱號浙江人五名來言、行長到關白處、請暇祭祖、五月二十六日起身上船、中路遇逆風、
且因關白之招回其國、本月初四日、始為發船、十二日到郞古耶、十六日到一岐島。若風順、則
二十三四日當到熊川、風若不順、更悞幾日。總而言之、不出月晦回到云矣。40）
　これを見るかぎり「浙江人五名」は、五人の浙江人か、あるいは「五名」と言う名の浙江人かは判明
しないが、浙江人の日本軍通事がいたことは明らかである。
（ 5）倭通事浙江人
　万暦二十四年（1596）四月、明朝の冊封使李宗城が日本軍の軍営から逃げ帰ったことは朝鮮側の史料
によって明らかにされた。李宗城の逃亡については、ある浙江人の倭通事が大きな役割を果たしていた
のである。
乙巳（九日）、接待都監啓曰、正使管家李恕云、初三日四更、把門倭子三人饋酒、使之醉倒、與王
中軍承烈・相公孔聞韶等五人持龍節・印信・勅書、挺身而出、向慶州云。問其由、則前月二十二日、
倭通事浙江人自日本出來、言倭情不好。41）
　この浙江人は、日本側の様子は良くないという情報を李宗城に知らせた。李宗城はその日本軍の状況
を知り逃亡したのである。
39） 『宣祖実録』（『李朝実録』第廿八册）巻61、宣祖二十八年（万暦二十三年、1595）三月丁酉（二十四日）条、272頁。
40） 『宣祖実録』（『李朝実録』第廿八册）巻64、宣祖二十八年（万暦二十三年、1595）六月丙寅（二十五日）条、323頁。
41） 『宣祖実録』（『李朝実録』第廿八册）巻74、宣祖二十九年（万暦二十四年、1596）四月乙巳（九日）条、484頁。
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（三）使者張昂と朱元禮
（ 1）島津家の通事兼使者張昂
　北方の朝鮮で日本軍と講和すると共に、南方の福建では巡撫許孚遠をはじめとする明朝官吏は九州の
大名島津家との講和をも密かに行っていた。万暦二十二年（1594）正月、明朝のスパイとして九州に派
遣された許豫は倭寇に拉致された明朝人張昂を連れて帰国した。
延至今年正月二十四日、豫始得回攜帶同伴商人鄭龍・呉鸞及先年被虜温州瑞安人張昂、并倭酋義久
所上文書一封・旗刀二事、幸侃送豫䉢甲一副、又莊内國倭酋滕一雲送豫倭刀一把、根古國倭酋平重
虎送豫鳥銃一對、逐一呈報。
　ここにみる明朝人張昂は、もともと浙江省温州府瑞安県の人である。大多数の在日明朝人と同じよう
に、彼は倭寇によって日本に拉致された明朝人である。
　張昂の帰国は、単なる個人的な行為ではない。彼は島津家が明朝に派遣した、通事を兼ねた使者であ
り、実に大切な使命を帯びていた。
　「島津家文書」に残されている福建巡撫の二通の文書の中には、何れも張昂の名が見える。
　「明國福建巡撫許孚遠回文」の最後に、
特遣巡海守備劉可賢、軍門贊畫姚士榮、名色把總許豫・伍應廉等、及原在薩摩州差使人張昂当往敬
復。42）
とあり、また「明國福建巡撫許孚遠檄文」に、
玆者舊年有爾薩摩州修理大夫藤原義久將文書壹通付我武生許豫同本州通事張昂藻䵹到福建交送與
我。（中略）今特遣守備劉可賢、軍門贊畫姚士榮、名色把總許豫・伍應廉同原在薩摩州差使人張昂、
同䵹文前来回答。43）
とあるように、張昂は実は薩摩藩島津家の「差使人」、すなわち島津家から明朝へ派遣された使者であ
った。
（ 2）小西行長の使者朱元禮
　万暦二十六年（1598）四月、日本軍の小西行長が明朝軍の軍営へ講和の使者を遣わした。その年の六
月、この浙江省出身の日本軍の使者朱元禮は、取り押さえられて明朝軍の軍営で厳しく尋問させられた
のである。
梁布政招問朱元禮、爾是何地方人。答曰、浙江人、萬暦十二年被䇮。布政曰、浙江乃文獻之地、人
知禮義、為天下最、汝何生於其地、甘為俘䇮、敢背本國為。元禮曰、既已未死、奈何奈何。布政曰、
爾今甚勾當來。答曰、為講和也。（中略）又曰、既欲講和、則其主意所在云何。答曰、朝鮮國王遣
重臣於日本、自數其罪、又令朝鮮人、輸給米布於日本人、朝貢時、通路於朝鮮、則關白何為而不撤
42） 『大日本古文書』（東京大学出版会、1966）家わけ第十六「島津家文書之三」御文書一二三六「明國福建巡撫許孚遠
回文」、98～99頁。
43） 『大日本古文書』（東京大学出版会、1966）家わけ第十六「島津家文書之三」御文書一二三七「明國福建巡撫許孚遠
檄文」、100～101頁。
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兵乎。布政曰、朝鮮被爾賊所侵、殘破已甚、實為可惜、本無其罪、焉有何可數者乎、關白無故動兵、
蕩滅人國、但當自數其罪、謝於朝鮮而已、爾何敢言使朝鮮數罪也云云44）
　朱元禮は万暦二十三年（1595）から登場した明朝人の日本軍通事である45）。彼は日本の侵略軍のため
に長年にわたって通事を勤めていた。万暦二十六年（1598）四月、彼は小西行長から講和の使者に任命
され、七人の日本人を伴って明朝軍の軍営へ講和に来たのである。
　多くの日本軍通事と同じように、朱元禮も倭寇に捕えられ、やむをえず日本の朝鮮侵略軍に参加させ
られたことを自供した。梁布政使は朱元禮の陳述にあまり同情せず、容赦なく甘んじて捕虜になって祖
国を裏切ったことを厳しく責めた。朱元禮の境遇は、おそらく朝鮮侵略軍に編入された明朝人に対する
一般的なものであろう。朱元禮のような在日明朝人は、倭寇に拉致され余儀なく日本に居留し、さらに
日本軍に編入されたことは同情すべきことであるが、一方、両国の言葉が通じるため明日交戦の最前線
に立たされ、日本軍の手先であるとの嫌疑で、また祖国の明朝に信任されず非難された。
　朱元禮のすぐあとに明朝軍の軍営へ講和に来たもう一人の日本軍の講和使者の要時羅（日本人）も明
朝軍に取り押さえられたが、結局61人の日本人捕虜の一人となって北京で処刑された。しかし、朱元禮
の名は61人の死刑犯の名簿には見られない46）。その前に死刑が執行されたか、あるいは釈放され明朝軍
に編入されたか、その結末は知るすべがない。
（四）日本軍の将校になった明朝人
　日本の朝鮮侵略軍の将校の中で、「郭國安」という在日明朝人の名が見られる。万暦二十六年（1598）
八、九月の間、明朝の中路軍董一元の部隊が日本軍の島津軍団と晋江という河の両岸で対峙していた。
晋江によって隔てられていたため、明朝軍の進撃はなかなか進まなかった。この進退きわまった時に、
日本軍の軍営から来た一人の朝鮮婦人が明朝軍の将校茅國器の注意を引いた。審問したところ、この朝
鮮婦人は、懐から一枚の紙を茅國器に出したのである。紙には「此婦將渡異域、吾憐而贖之、天兵弗害
也」47）と書かれてあった。さらに、この紙の署名に当たるところに、
知吾姓者、令公之後、埋兒之父、問吾名者、有或之口、無才之按。48）
という漢字を分解してまた組み合わせる一種の謎文字のような文章があった。「令公之後」とは、唐代
の「安史の乱」の時、唐朝の大将郭子儀のことである。「埋兒之父」とは、親孝行物語「二十四孝」中
の人物「郭巨」のことである。以上の文からみれば、その人物の姓は「郭」である。「有或之口」とは、
「口」と「或」とを組み合わせてなした新しい文字「國」である。「無才之按」とは、「按」の手偏を取
ってからなした文字「安」である。すなわち、その人物の名前は「郭國安」である。茅國器のそばにい
た賛画諸葛繡は「此郭國安也」と即答した。一緒にいた参謀史世用も「郭國安」のことを思い出して、「郭
44） 『宣祖実録』（『李朝実録』第廿九册）巻101、宣祖三十一年（万暦二十六年、1598）六月乙卯（二日）条、306頁。
45） 『宣祖実録』（『李朝実録』第廿八册）巻63、宣祖二十八年（万暦二十三年、1595）五月庚辰（八日）条、301頁。
46） 邢玠『経略禦倭奏議』（全国図書館文献縮微複製中心、2004）巻 6「獻俘疏」、175～226頁。
47） 茅元儀『武備志』（「中国兵書集成」、解放軍出版社・遼藩書社聯合出版、1989）巻239、10364頁。
48） 茅元儀『武備志』（「中国兵書集成」、解放軍出版社・遼藩書社聯合出版、1989）巻239、10364頁。
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國安、華人也、往與共在日本、誓自效於本朝、今在玆、可以間矣」49）と、すぐ目の前の事情の顛末が分
かったのである。そもそも「郭國安」という日本軍の将校は、即ち七年前に許儀後と協力して日本の情
報を密書に書いて明朝に送った在日明朝人である。こういう関係で、史世用がスパイとして日本に潜入
した時、わざわざ郭國安と会見し、お互いに報国の誓いを交わしたのである。その後の話は『武備志』
巻239では次のように記している。
乃謀䵚之、知義弘尚在泗川、主望津營者、國安也、乃遺書約之、於九月二十日伏火屯聚、俟我師渡、
焚糧以應之。至期如所約、遂大勝、奪其營、倭退守於泗川。50）
　郭國安は史世用との会見より数年後、朝鮮戦場に派遣され、日本軍の望津営の主将に昇任していた。
彼は朝鮮婦人を明朝軍に遣わしたのは、祖国に報いるチャンスを探すためであった。その後、明朝のス
パイが日本軍の軍営に潜入し、郭國安と連絡を取り、日本軍を破る策略を決めた。最後に、明朝軍が日
本軍を攻撃した時、郭國安は自ら火をつけて自分の兵糧を焼き払い、日本軍の崩壊と敗退を引き起こし
た。郭國安の策略によって、日本軍は望津営を失い、泗川の旧営まで戻らざるを得なかった。祖国に報
いる志を叶えるために、郭國安は自らが率いる兵団の敗戦をも惜しまなかったのである。
おわりに
　万暦朝鮮役前夜の万暦十九年（1591）九月、在日明朝人許儀後は密書を人に託して明朝にもたらした
時、告発されるという悲運にあった。『義久公御譜中』に、
天正十九年辛卯、太閣秀吉公丁可朝鮮国征伐之旨於諸侯之時、明朝人等就浅野弾正長政捧訴状曰、
薩摩薬師三官（許儀後）者、載捷書遣中華。秀吉公聞此之言忿怒不斜、忽䋻糺為三官之越度矣。是
以、秀吉公命有司曰、新鑄鍋可煎三官。（後略）51）
と記されてるように、許儀後は予想もしなかった同胞である在日明朝人に告発され釜茹での刑の処罰に
直面したのである。豊臣秀吉の明朝侵略陰謀をめぐって、異なる意見を持つ在日明朝人は二つのグルプ
ーに分かれており、早くも戦争の前夜に既に衝突が起こっていたのである。
　万暦朝鮮役前後の在日明朝人は、構成が大変複雑で膨大な移民集団といえる。その集団の成員は、そ
れぞれ渡日理由は異なり、万暦朝鮮役という特殊な時代に翻弄され、自分の意識にかかわらず巨大な東
アジアの大戦争に巻き込まれた。多くの在日明朝人は日本の朝鮮侵略軍に編入され「明朝人日本兵」と
して朝鮮と明朝に対する戦争に出陣した。その中の明朝人には、自ら「漢奸」に甘んじて陰謀に加担し、
さらに戦争に参加し祖国を裏切った者もいた。一方、祖国を忘れずに忠義を志し、身を惜しまずに祖国
に報いた人も少なくなかった。万暦朝鮮役における彼らの生活形態は、中日両国間の頻繁的な人物往来
の実態をもあらわしているのである。
49） 茅元儀『武備志』（「中国兵書集成」、解放軍出版社・遼藩書社聯合出版、1989）巻239、10364頁。
50） 茅元儀『武備志』（「中国兵書集成」、解放軍出版社・遼藩書社聯合出版、1989）巻239、10364～10365頁。
51） 鹿児島県維新史料編纂所『鹿児島県史料　旧記雑録後編二』（鹿児島県、1985）、523頁。　　

